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中棟2Fのトイレの前。
「改修前はトイレを我
慢して腹痛を訴える子
もいましたが、新しい
トイレになってからは減
りました」とは養護教
諭の内橋佳奈子さん。

築
80
年
以
上
の
木
造
校
舎
の
保
存
改
修

魂
を
込
め
る
の
は
実
際
に
使
う
子
ど
も
た
ち

　

西
脇
市
は
古
く
か
ら
播
州
織
の
産

地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

黄
金
時
代
の
昭
和
10
年
前
後
に
建
て

ら
れ
た
の
が
、
西
脇
市
立
西
脇
小
学

校
の
北
棟
・
中
棟
・
南
棟
、
計
３
棟

の
木
造
校
舎
で
す
。
豊
か
さ
の
象
徴

と
し
て
高
価
な
建
材
が
ふ
ん
だ
ん
に

使
わ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
も
当
時
の
最
先

端
。
80
年
以
上
経
っ
た
今
も
往
時
の

姿
を
留
め
、
大
切
に
使
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
耐
震
性
不
足
に
よ
り
一

時
は
取
り
壊
し
が
決
定
。「
紆
余
曲

折
を
経
て
保
存
改
修
へ
の
道
が
開
か

れ
ま
し
た
」
と
市
教
育
委
員
会
の
森

脇
達
也
さ
ん
。
そ
し
て
、
神
戸
大
学

大
学
院
名
誉
教
授
の
足
立
裕
司
さ

ん
監
修
の
も
と
「
建
設
当
初
の
原
状

の
意
匠
を
保
存
・
継
承
し
つ
つ
、
文

化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
う
こ
と
な

く
、
校
舎
の
耐
震
補
強
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
実
施
し
て
、“
安
全
な
学
習

環
境
”
を
整
備
す
る
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
脇
市
内
の
全
８
校
の
小
学
校

は
、
西
脇
小
を
除
き
、
２
０
１
５
年

に
洋
式
化
へ
の
改
修
が
済
ん
で
い
ま
し

た
。「“
学
校
の
ト
イ
レ
は
家
と
同
じ

に
”
と
い
う
考
え
か
ら
温
水
洗
浄
便

座
を
標
準
で
設
置
し
て
い
ま
す
」
と

市
建
設
水
道
部
の
橋
本
将
さ
ん
。
ま

た
、
衛
生
面
か
ら
も
、
手
洗
い
は
非

接
触
の
自
動
水
栓
で
す
。
西
脇
小
の

ト
イ
レ
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
ま
す
。

　

改
修
前
の
西
脇
小
は
、
南
棟
１
階

の
東
側
と
、
北
棟
と
中
棟
の
渡
り
廊

下
西
側
に
あ
る
計
２
カ
所
の
別
棟
ト

イ
レ
の
み
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ト
イ

レ
作
り
の
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
３

棟
と
も
各
階
に
一
つ
ト
イ
レ
を
作
る
」

と
し
ま
し
た
。

 

「
木
造
校
舎
の
ト
イ
レ
作
り
で
懸
念

さ
れ
る
の
は
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
（
水
漏

れ
）
で
、
２
階
の
ト
イ
レ
作
り
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
。
し
か
し
乾
式
床
材
や

便
器
な
ど
の
性
能
が
上
が
り
、
今
回

実
現
で
き
ま
し
た
」（
足
立
教
授
）

　

西
脇
小
の
ト
イ
レ
作
り
に
は
ほ
か

に
大
き
な
特
徴
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
建
物
の
意
匠
を
壊
さ
な

い
よ
う
、
ト
イ
レ
に
前
室
を
設
け
て
、

そ
こ
に
筆
や
手
を
洗
う
流
し
を
納

め
て
い
る
こ
と
で
す
。
水
の
飛
び
散

り
に
よ
る
廊
下
の
汚
れ
も
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
男
子

兵庫県西脇市

西脇市立西脇小学校
全
フ
ロ
ア
の
ト
イ
レ
設
置
と

一
部
男
子
ト
イ
レ
全
個
室
化

学校トイレ事例

03
［改修］
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用
ト
イ
レ
1
カ
所
で
小
便
器
を
な
く

し
、
個
室
だ
け
に
し
た
こ
と
で
す
。

 

「
男
子
が
個
室
に
入
る
と
大
便
だ
と

思
わ
れ
て
し
づ
ら
い
。
だ
か
ら
小
便

器
を
な
く
し
た
と
い
う
当
社
設
計
事

例
を
踏
ま
え
て
、
今
回
提
案
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
」（
内
藤
設
計
　
森

本
恭
行
さ
ん
）。
そ
の
ト
イ
レ
は
昇
降

口
の
す
ぐ
近
く
。
移
動
の
際
に
さ
り

げ
な
く
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
改
修
が
完
了
し
た
中
棟
や
南
棟
の

ト
イ
レ
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
日
、

子
ど
も
た
ち
は
我
先
に
と
ト
イ
レ
に

駆
け
寄
り
、「
誰
が
一
番
に
使
う
か
」

を
競
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
雰
囲
気
は
昔
の
ま
ま
の
校
舎
で
す

が
、
中
に
入
る
と
ト
イ
レ
を
含
め
す

べ
て
新
し
く
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん

で
い
ま
す
。
校
舎
を
誇
り
に
思
う
気

持
ち
も
強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
白
川
智
喜
校
長
。

　
足
立
教
授
は
、「
出
来
上
が
っ
た
建

物
に
魂
を
込
め
る
の
は
実
際
に
使
う

子
ど
も
た
ち
や
先
生
」
と
言
い
ま
す
。

　
西
脇
小
の
校
舎
に
魂
が
込
め
ら
れ

て
大
切
に
さ
れ
、
さ
ら
に
後
世
へ
引

き
継
が
れ
る
こ
と
を
、
保
存
改
修
に

携
わ
っ
た
人
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く

の
西
脇
市
民
が
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

神戸大学大学院名誉教授の足立
裕司さん。文化財としての木造校
舎保存改修を成功に導いた。

南棟1F東側の女子トイレ。便座
は「家と同じ」を基準に、すべて
温水洗浄便座に。

低学年のトイレ清掃は
高学年が担当。

※西脇小学校基本計画・設計受託研究チームは、神戸大学と内藤設計を中心に、腰原幹雄
教授（東京大学）ら14名の参加を得て構成された。

南棟1F東側の男子トイレ。安心して大便ができるよう小便器をなくして個室化。
奥のベンチは、改修前は基礎だった部分を利用して設置。

「子どもたちが掃除しやすいよう各トイレ
に清掃用具を置きたい」という要望を
かなえるため、省スペースで済む壁掛
け式の清掃用具掛けパネルを採用。

中棟1Fに設置した多機能トイレ。
更衣室につながる前室があり、落ち着いて利用できる。

西脇小学校木造校舎保存改修工事実施の背景と経緯
1934〜36年（昭和9〜11年） ３棟の木造校舎竣工

2008年（平成20年）3月 県の景観形成重要建造物に指定される

2013年（平成25年）7月
データ上耐震性が低いことから取り壊し、コンクリートの
校舎を建てることが決定
市民より「改修し保存」の声

2014年（平成26年）3月 学識者、市民の代表らで構成の「西脇市立西脇小学校
基本計画検討委員会」を立ち上げ、検討

2015年（平成27年）1月 検討委員会から「保存改修を行い校舎として利用すべき」
との答申。保存改修工事実施へ

2015年（平成27年）7月

市は神戸大学大学院人文学研究科に校舎改修基本計
画・基本設計を依頼
大学側は、「西脇小学校基本計画・基本設計受託研究
チーム※」を結成し、調査、研究を実施

2017年（平成29年）3月 設計を終え、8月工事着工
2019年（令和元年）8月 保存改修工事完了予定

子
ど
も
た
ち
が
競
っ
て

新
し
い
ト
イ
レ
へ
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西脇小学校  DATA

改修前 改修後

南棟１F東側トイレ

職
員
用

男
子
ト
イ
レ

屋
内
側

男
子
ト
イ
レ

屋
外
側

男
子
ト
イ
レ

職
員
用

女
子
ト
イ
レ

屋
内
側

女
子
ト
イ
レ

屋
外
側

女
子
ト
イ
レ

昇降口

男子
トイレ

女子
トイレ

3,940mm

13,790m
m

屋外トイレと屋内トイレの
併用で、すべて和式便器。

トイレ棟と校舎をフラット
につなげ、職員用トイレ
部を昇降口とした。

●名　 　称 ： 西脇市立西脇小学校
●所 在 地 ： 兵庫県西脇市西脇656-1
●児 童 数 ： 386名（2019年4月）
●施　　 主 ： 西脇市
●設計・監理 ： 内藤設計
●施　　 工 ： 吉住工務店
●竣工年月 ： 2018年3月（南棟）、10月（中棟）

南棟中央にある玄関。過去の改修によって変更になっていた車
寄せの上部などを元々の設計図に従って復原した。

南棟2Fトイレ。排泄音への配慮から、女子トイレと男子トイレの間の壁の中にグラスウールを二重にして入れている。

筆などを洗う流しを前室に納めたことで、廊下はすっきりと往時の姿を留めている。

教室の窓は防寒、防音のため二重に。カーテ
ンは地場産業の播州織。

新しいトイレになり、
清掃する子どもたち
の顔は笑顔に。

棟と棟をつなぐ1F
の渡り廊下は、木造
校舎にふさわしい床
板でスロープを作り、
バリアフリーに。

保健室には汚物流しとシャ
ワーを設置。「低学年がお
もらししたときに、シャワー
で洗い、気持ちよく帰って
もらえる」と養護教諭の内
橋さん。シャワー室の床は
すべりにくくヒヤッとしない
仕様。

校舎西側にある施工中
（取材時）の屋外トイレ。
グラウンド利用の際に使
用予定。

各棟の2Fは渡り廊下でつながっている。エレ
ベーターは中棟のみの設置だが、渡り廊下が
あることで、車いす使用の場合も校舎の隅々
まで移動できる。新規の2F渡り廊下の設計
は遠藤秀平教授、槻橋修、福岡孝則准教授
らにより外構計画などの検討がなされた。
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